
モータリゼーシヨンに伴う地域への影響

(弘前前の場合)

斎藤由子

I は乙めに

近年、都市の発展に伴い、次第に市内および周辺地域からむ乗り入れも含めて自動車利用が顕著に

なってきている邑本論文は、弘話市の交通状況の実惑と交通規制との関鋲、その結果土地利用の変花

としてみられる駐車場設置に主娘争おいて、現在、弘前市が自動車の増大下にあってどのような方自

に進んで、いるのか争考察したものである。

E 岳動車会数と

昭和40年の 9，01 7 らち O年では32， 7 8 6台と 3.6告に伸びて、自

舎当りの人口は 40年の 16. 8人か 5人i乙l告にまで普及してきている。中でも小型貨物

車・小型乗用車お伸びが自民っく。 49年と 50年の交通量の怖がを比較してみると、 7号線の

和議・代官同区間は神び率 10.3-----1 3.2%と らず高いのであるが、国道 7号線バイパス拾綿

宮111が+4 0、8%と著しい。 7時から 19詩までの 12 

2 

-代官跨・

してお今、桝型・ま手町といった国道 7

日産前・菊池病続前も

7号鵜沿し

というパターンによち値が高くなっている。また、国道

る影響があり、道幅が狭い上、トラックの大型化と葉明

量の増加はよち支通の障害ともなっている。

滞状態がみられ、問題となっている。

盟 交通規制氏ついて

どの万向にも念日にあたち渋

年々の交通量増加に対処するために、弘前市でも 47年・ 48年にかけて、一万通行・

割に力宅金注fj、 45年のほiま2倍に距離を証長している。しかし、以前の理事Uが道路上の交通量争最

大にするために実施されてきたのに対し、最近では都市機能者蘇薄化させている

目的として地域一帯を面的にとらえ、地域住民の生活の生活空間をとりもどすという乙とから都市総

合交通規制として 51年 7月 1日に実掘されている。一方通行・大型車通行禁止などの龍、駐車規制

か線的規制から 5.86 K m'と詰ぽ市街地を含か語規制になり、関連して 1L 1 Kmと綾規制色延長さ

れる結果となっている。

W 註車場設量について
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。時間決め駐車場

時提決め駐車場の分脊状況は、駅を中心とした地

域、中心高居衝である士事問題辺地域、鍛冶町爵辺

公関長中心とした地域に大きく産分できる。

謁設時期は、はやいもので 36年からはじ

まち、 47年まではみまり増加はなく、 4 8年頃か

ら急激に唱え、 51年にまた 1つの増加がみられる。

〈第 I表)これは 48年の石油ショツクにもかかわ

らずお動車台数が増え、 中があった ζ と、

第l表時間決め・丹決め駐車場の開設時期

1時間決め!月決め

司時iζ48 ら制抑制仁志著しくなった ζと .11語 辞開Fゐ.iJ湖、μ議場の少1fi'地械

』ζ起出している o 5 1 を月別で分軒すると、

7月以前が4富所、 7月以降が 8欝所で明らか

に総合交通規制の影響を受けていることが言え

る。 51 土手町を中心として比

較的近距離の端域と譲治前付近への設霞がある。

自身

している所が少なく、買物容の利用を主体とし、

鍛治町付近は、夕方‘から娯楽客を対象にした設 私怠念払
• 101:糸満

重である。次に駐車場の規模を収容台数別にみ ・10'"'-川・30......刊 ，t…時期決わ
ると、 10 .......... 2 9台が20欝所、

.&"0"'-科白...f1 ).えみ

が 14箇所、 5 0.......... 9 9台が 10欝所で全較的 .，静香念品ズよこ

にわたっての分布がみられる o (第 1図)やはり、利羽事のi唱さからも代官町・上手罫7・新前にか

けては規模が大きく、間辺にいくに従い、中・小規模となっている。また、公麗周辺ιも観光良的

のために自動車舎利用して来る人が多いので大規模なものがある会え公園で閥鑑される祭り期間以

外は利用率が抵く、月決めと併用している場合がiまとんどである。時間決め全体では、

間帯が午前 2・午後1・午後ら時以降8の説会で午後民集中する額向にある E 時間決めの場合は、

利用者・経営者双方の立場から鶴癌街・歓楽街に比較的近い場所カ濯ばれる ζ とになるが、最近代

宮町から上土手町にかけては渋滞区間で、あることからも、数時詣で頻繁に出入りがなされ、車の流れ

や中断することになり、混雑をー鰭増す原悶にもなっているο

2)丹決め駐車場

月決めの場合は群化ずるよちも、市街地全般応分設して、特κ甥追の症宅地、 りへ

目立つ。駐車場開設時期は 49年一 8 5 0年一 10筒所、 51年一 24筒所と ζの

22 



8年間での増加が著しい。また、 51伴 7・8丹開設分が多いのは、前出時罷決めと問様であるが、

5 1年開設分が24簡所と特に多いのは、時間決めの万は規鞘前からの設霞が月決めよりは多く、

急には影響をおよiまきなかった ζとと、度語、会社商信関係の動務者の場合、駐車施設の整構不足

とか、営業用の車の保管とか、住宅地で、自動車保管場所を薙保できない場合などに支障をきたし、

開設が多くなっているのではないかと考えられる。年度到の広がりを見ても、 50 :年・ 51年頃に

なると広範聞にわたり、桔梗野争中心とした桂宅地域、車役所開辺、和徳一白銀線一揖への開設が

新たに見られる。収蓉台数では 10台未満が11笛所、 10--29台が30髄所で庄鶴的iζ多く、

小規模なものが大部分である G 時間決め平均収容台数が37.3台、月決めが 12.3台という ζとか

らも、特定の車両を対象にしていることからもあまり大きなものでなくてもよいという ζとが常え

る。だが、間辺部では時間決めとは逆比大規模なものがあらわれている。

そ

月

決

め

3) 転車場以前的土地利用

時題決めの場合は、分布が中心部に集中しているという ζとからも、多種多様で萌詰が 10、

宅端 8、空地・荒地 7、 6、工場・庭園がそれぞれ 4と続いているのに対し、丹決めの場合は

範閤が狭ばめられ、空地・荒地が23、住宅地 13で正倒的に多い。特に月決めの場合はら 1年開

設分だけでも、空地および荒地利用が 11、 8というのは、駐車場経営会等臨の業務比比べ、土

地を撃構すればすぐ変容できるということから、ただ放罷しておくよりは駐車禁止区域甚大に伴つ

て土地利用

ちζわし、

されたという ζとである。(第 2 )生宅地の場合は、古くなった建物を取

した形で域東団地・緑ケ丘団地など開辺部への号!っ越しが目立つ。商1富山場合は、

やめて駐車場経堂に変更したものが 2館所、自舗の建て直しによる跡地利明が l館所、移転

が9簡所となっている O 中でも 一般事務所と比較すると ちの自動車発生

が2倍以上にもおよぶということから、市内では輸送甑で支障をきたし、さら応用地拡張ができな
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いなど不都合会珪じてきている。大町にあった繊維関孫の卸関援は 47年比完成した弘前鰐センタ

ーの方へ全面移転をし、その接地か覗在、時間決め駐車場として制用されている。 工場の場

合も郊外へ移転してその跡地を有料駐車場として使関しているのが、交通集中地践でみられる。上

白銀町tζあった明珍高橋鉄工所の例をあげると、 39年ι小沢大関端区にみる金属工薬センターの

方に移転し、その後、一部貸ピ、ノレと月決め註車場に変容している。また、団地に移転しないまでも、

錨治町村近の鉄工所、コンクリート会社が営業を停止したり、富田万両へ移動している。土手前に

あった味噌・欝油醸議業社が主義の出入り閤難から、 51年 4丹より時間決め駐車場としてオープン

している。

V むすび

弘前市街地では、自動車の増加に対し、道路整備がまにあわないというのが実鵠で、信

メリットが生かされるどころか、最近では住誌の生活空間をおびやかすよう誌なってきている。しか

し、認の立場から言えば、自動車利用は多くの業務に役立ち、都市の機能分散も自動車必普及が可能

にしているのである O 懇外へ出fこ業種の跡地法、市内の自動車利明に滴正、して、次第にその範間を拡

大し、駐車場などの錨舗の高いものに変容していくものと予詔される。現在、国道 7号穀ノてイ

日ぎしているが、今後は、中心部と郊外部とで、バランスのとれた計画的な広がりが期待

されるところである O

最強iζ本論文作製にあたって儲助言・ をいただし .7l<野先生および資料の耐で便

ってくださった弘前警察署弘前市役所都事計画諜の各位に感謝の議を表します。
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